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MI 理論に基づく授業開発の試み 
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Society5.0 の到来を迎え，個別最適化された学びや教科横断型学習の拡充等，教育改革

が推進されている。これらの教育を実現させ得る理論的なアプローチとして，本稿では，人

間の知能を言語，論理数学，音楽，身体運動，空間，対人，内省，博物的という８つの多面

的な視点から捉える H.ガードナーの MI 理論（多重知能理論）に着目した。MI 理論に基づ

く音楽と体育の授業開発を試みた結果，子どもたちは自分の知能の特性を生かし，他者と

協働して楽しみながら問題解決をする姿が見て取れた。また，ゴフマンのフレーム理論を

援用し考察したところ，授業実践の鍵となったのは，授業の核に〈イメージ〉を設定するこ

とであった。以上より，MI 理論に基づく授業実践は激変する教育システムの支柱になり得

る可能性が示唆された。 
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※1 岡山市立足守小学校 

※2 岡山大学大学院教育学研究科 

 

Ⅰ 研究背景と目的 

Society5.01の到来を迎え，予測困難な状況に柔軟に対応し，課題解決に向け

て他者と協働しつつ，新たな価値を創造する人材が求められている（文部科学

省，2018）。それに応じて，学校教育現場では個別最適化された学びや，教科横

断型学習の拡充等，教育改革が推進されている（文部科学省，2019）。 
教科横断型学習に関しては，すでに 1998 年の学習指導要領で「総合的な学

習の時間（以下，総合学習）」が導入されている。しかし，学力低下論争により

「ゆとり教育」批判が高まる中で，総合学習の時間数は削減され，言語能力や

論理的思考力の発達を図る教科の学習時間・内容が増加するなど，教科中心カ

リキュラムへの逆戻りの勢いは強くなった（久我，2017）。また，教員の多忙化

による教材研究の困難さや（水口，2015），そもそも理念のみが先行し，具体的

な実践を導く理論的な核がないことが大きな問題点として指摘できるだろう。

こうした中で，本研究では「個別最適化された学び」，また「教科横断的な学び」

を実現させ得る理論的なアプローチとして近年注目されている「多重知能理論」

（Multiple Intelligences Theory：以下，MI 理論）に着目した。  

 
1 Society5.0 は，AI，ビッグデータ，IoT，ロボティクス等の先端技術が⾼度化してあらゆ
る産業や社会⽣活に取り⼊れられ，社会の在り⽅そのものが「⾮連続的」と⾔えるほど劇
的に変わることを⽰唆するものであり，第５期科学技術基本計画（平成 28 年 1 ⽉ 22 ⽇閣
議決定）で提唱された社会の姿である（⽂部科学省，2018 年）。 
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る。日本での MI 理論に基づく研究を推進するためには，これらの学校現場の

実状を把握した上で，課題を克服していく必要があるだろう。 
以上から，日本国内では MI 理論を採り入れた実践研究は萌芽的段階にあり，

まさにこれから取り組むべき重要な教育アプローチの一つと考える。さらに，

今後国内の教育システムは，個別最適化された学びや多様な他者との協働学習

が求められ，複合的な視点から知能育成を唱える MI 理論は，激変する教育シ

ステムの支柱となる可能性が高い。したがって，本研究では MI 理論に基づく

単元としての授業実践を通して，MI 理論の学校教育への適用可能性を探ると

ともに，今後の課題を抽出することを目的とした。 
 

Ⅱ 研究方法 

１ 研究の流れ 

本研究では，３つの単元を実践した。授業者による授業実践中の観察記録（映

像及び振り返りの逐語記録）など，授業実施と省察に関連するすべての情報を

分析データとした。また，授業の協議・省察にあたっては，複眼的視点を重視

し，身体表現の専門家，教師教育の専門家，実践校の校長，教頭などを交えた

複数人による観察と意見交換，議論を行なった。実践の概要は以下の通りであ

る。 
・研究のフィールド：O 市内の公立小学校（全児童数 450 名程度） 
・授業者：O 大学教職大学院に所属する学部新卒学生（本研究者） 
・実践時期：実践１（音楽「山のポルカ」）：2018 年 9 月 25 日～28 日 

実践２（体育「とびっこ遊び」）：2018 年 11 月 12 日～16 日 
実践３（音楽「しろくまのジェンカ」）：2019 年 6 月 18 日～20 日  

・倫理的配慮：授業者による観察記録（映像及び振り返りの逐語記録）は， 
小学校の承認を得た上で行い，本稿でデータを取り扱う際には， 
特定の個人が識別することができない態様（氏名の記号化や， 
掲載写真は顔が見えないものの選択）にするように配慮を行な 
った。 

 

２ MI 理論を学習に応用する視点 

MI 理論に依ると，知能個性による認知パターンの違いから，個々人の学習と

理解の方法は自ずと異なっており（池内，2014），多様な学びのプロセスが容認

された授業開発の必要性が窺える。また，柴山（2012）は MI 理論を学習に応

用するための視点6として，以下２つを提案している。 
 

（１）一人一人の知能個性を活かす視点 
子どもは知能個性に応じて，それぞれが得意とする方法で学習していること

から，個々の知能個性を保障した学習を構成する必要がある。その根拠は２つ

 
6 この 2 つの視点は⽣活科における提案であるが，どの学習場⾯においても適⽤可能と考
える。 

MI 理論に基づく授業開発の試み

─ 249 ─



ある。 
まず，知能個性を保障する学習機会の設定は，子どもが自分の長所となる知

能を自由に活用して学ぶことを可能にする。このような学びは，子どもが自己

の能力と学習の有用感を認識し，意欲的に学習することにつながる。 
さらに，知能個性を発揮する個人からなる学習集団を構成することによって，

知能の「触媒作用」の機会を生むことが可能となる。「触媒作用」とは，「発達

の進んでいる知能が他の知能を刺激し，その知能の働きを活性化する作用」で

あり，知能は個人内・個人間・文化間で相互作用する7と主張するシーナ・モラ

ン（Seana Moran）によって説明された（2009）。触媒作用が生まれることで，

個々の子どもの知能と全体の子どもの知能の働きが活性化され，学習の質を高

めることができる8。また，触媒作用を効果的に機能させるためには，特定の知

能の活用を得意とする個人が集まり，協働的な学習の中でそれぞれの長所を発

揮する必要がある。そのためには集団で行われる学習活動が個々の知能個性の

発現を保障するものでなければならない。 
 

（２）知能を複合的に活用させる視点 
本田（2006）は，人間が情報を入力してから表出するまでの脳の働き，つま

り認知構造（情報処理過程：入力・受容・記号化・記憶・連合野の動き・表出）

を MI 理論における８つの知能の働きに即して説明している。一連の認知構造

は本来，個々人が自分の得意とする方法で無意識的に行っているものであり，

子ども一人一人の学び方が異なる所以でもある。しかし，個々人の独自の情報

処理方法に任せるのみでは，多重知能は活性化しない。したがって，教師は意

図的に８種類の知能を複合的に活用させる必要がある。知能を複合的に活用さ

せるとは，その情報処理過程をより多様化することを意味し，情報入力段階の

例としては，見る・聞く・触るといった多様な方法で学習対象に触れることが

挙げられる。知能を複合的に活用させることにより，子どもの認知構造が多面

化・高度化され，学習の質を高めることが可能となる。 
 
以上２つの視点に即して単元や授業を構想することによって，子どもの広範

囲かつ多様な個性を活かしたり，活用される知能の種類や幅を多様化させたり

することが可能となる。そこで各実践では，個々の知能個性や各教科の独自性

を踏まえた上で，複数の知能領域横断的な学習機会として，多様な課題解決の

アプローチを設定した。 
 
7 知能の相互作⽤とは，個⼈や集団，⽂化の発展や表現に影響を与えるものであり，⼈々
が公共の利益につながる貢献をしたり，社会の明確な⽬標を達成したりする道具としての
知能の働きを促進するものである（モラン，2009）。 
8 個⼈内の触媒作⽤の例としては，論⽂執筆中の⼤学院⽣がもつ空間的知能（思考を図式
化する能⼒）と論理数学的知能（論旨を組み⽴てる⼒）が⾔語的知能を刺激し，論⽂中の
⽂章がより精度の⾼いものになることが挙げられる。⼀⽅，個⼈間・⽂化間の触媒作⽤の
例としては，体育の学習場⾯において，A さんの⾝体運動的知能，B さんの⾔語的知能と
空間的知能，C さんの対⼈的知能といった各々の得意な知能が持ち寄られることにより，
運動のイメージを⾔葉や図で共有したり，互いに協⼒して練習したりすることが挙げられ
る。 
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Ⅲ 実践結果及び考察 
【実践１ 音楽「山のポルカ」】 
１ 研究対象 

小学２年生の 30 名（男子 16 名，女子 14 名）。そのうち２名が特別支援学級

に在籍している（体育・音楽等は交流学習）。また，通級指導を受けている児童

や，個別の特別な支援を必要とする児童が多く，学習やコミュニケーションに

困難が生じてしまう児童も少なくない。一方で，誰とでも仲良くできる児童が

多く，友達と積極的に関わろうとする姿も見受けられる。音楽の授業に対して

は意欲的であり，音楽の授業が好きである児童が多い。 
 
２ 単元の概要 

小学校第２学年の音楽科，題材名は「ひょうしをかんじてリズムをうとう」

である。拍子を感じながらリズム伴奏にのって歌ったり演奏したりすること，

リズム譜に親しみ簡単なリズムを演奏したりすることがねらいである。実践１

では，題材の中の一つである「山のポルカ」（全２時間）を行った。「山のポル

カ」の原曲はチェコ民謡で，軽快なポルカのリズムが楽しく，ついリズムにの

って踊りたくなる楽曲である。また，すべてのフレーズが同じリズムの反復に

なっており，リズムに乗って演奏しやすい楽曲になっている。 
 
３ MI 理論に基づく視点 

第１時の学習課題の一つである「８分音符・８分休符を知る」の学習場面を

取り上げる。児童は，前時までに４分音符・４分休符のみで構成される２拍子

のリズムを感じたりたたいたりしている。本時では，ポルカのリズムを象徴す

る８分音符・８分休符を新たに学習する。前時までの４分音符の単調なリズム

と比較させ，ポルカの軽快で踊りたくなるリズムには，８分音符・８分休符が

関係していることに気付かせることをねらいとした。MI 理論を学習に活用す

る際の２つの視点を踏まえ，課題解決のアプローチとして以下４つを設定した。 
① ８分⾳符・８分休符を４分⾳符・４分休符と⽐較し，視覚的に認知する。（図１） 
② ８分⾳符・８分休符の名称とリズム譜における読み⽅を知る。（図２） 
③ りんごのイラストを⽤いて，４分⾳符・４分休符と⽐較しながら８分⾳符・８

分休符拍の⻑さを知る。（図３） 
④ ポルカのリズムにのって，⼿をたたいたり体を動かしたりする。（図４） 
 
４ 実践１の結果及び考察 
図１～４は学習課題「８分音符・８分休符を知る」におけるアプローチと，そ

の際に活性化したと考えられる知能の関係性を表したものである。図中の A~H
は各知能を優位とする学習者とした（例：A は音楽的知能優位型）9。また，各

アプローチにおいて活性化された知能に色を付け，活性化の強度は色の濃淡よ

 
9 本研究では分析の都合上，⼈の知能を 8 つの類型に分けて考えたが，本来多重知能は多
層的に重なりなっており，8 つに明確に区分できるものではない。 
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害物に足が引っ掛かることは失敗と捉えられるが，本実践ではワニに食べられ

た児童やその周りの児童もその状況を楽しんでいるように見て取れた。 
（３）振り返り 
 振り返りは，学習活動の合間の２回と授業の最後に行い，児童の多様な課題

解決のアプローチを共有することをねらいとした。ここでは，まず児童は自分

の学習活動を振り返り言語化しようとしていることから，内省的，言語的知能

が活性化していると考えられる。さらに，友達のアプローチを知り，より多様

なアプローチから課題解決に取り組むことで，複合的な知能育成が可能となっ

たことが示唆される。 
 

【実践３ 音楽「しろくまのジェンカ」】 
１ 研究対象 

小学１年生の 29 名（男子 16 名，女子 13 名）。そのうち２名が特別支援学級

に在籍している（体育・音楽等は交流学習）。また，通級による指導を受けてい

る児童や，個別の特別な支援を必要とする児童も少なくない。音楽の授業に関

しては，元気よく歌ったりリズムをたたいたりすることに意欲的であり，音楽

が好きである児童が多い。 
 

２ 単元の概要 
小学校第 1 学年の音楽科，題材名は「はくをかんじてリズムをうとう」であ

り，拍の流れを感じながら，体を動かしたり歌ったり，簡単なリズム演奏をし

たりすることをねらいとしている。本実践では，題材の中の一つ「しろくまの

ジェンカ」を取り上げ，全２時の小単元を構成した。「しろくまのジェンカ」は，

拍の流れを感じやすく，拍に乗って表現する楽しさに触れることができる鑑賞

の題材である。第１時は「体を動かしながらリズムや拍の流れを感じたり，曲

のイメージを膨らませたりしながら，曲想を捉えることができる」，第２時は

「身近な楽器に親しみながら，リズムに乗って演奏する楽しさを感じることが

できる」をねらいとした。実践は音楽室で行った。 
 
３ 〈イメージ〉を音楽に適用させる視点 

実践２では川やアマゾンといった具体的な〈イメージ〉を設定したが，音楽

では，楽曲がもつ曲想そのものを〈イメージ〉として捉えることにした。具体

的には，しろくまのかあさんとその赤ちゃんたちが楽しそうに踊ったり泳いだ

りするイメージや，歌詞中のオノマトペのイメージ，また，ジェンカのリズム

が持つ推進力やかわいらしい旋律など，音楽的な要素も含めたすべての曲想を

〈イメージ〉とした。そのため，授業の軸となる〈イメージ〉を児童と十分に

共有することで，単元のねらいを達成できると考えた。 
 

４ 実践３の結果及び考察 
導入，学習活動，振り返りの各場面における特筆すべき点を抜粋し，ねらい，
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いる。つまり，相互に存在を認識している状態が「出会い」であり，直接的な

相互行為がなくてもお互いがそこに共在している場が「出会いのフレーム」で

あると言える。 

実践３（音楽）において，鑑賞活動中に多くの児童がリズムに乗って体を動

かす中で，特別支援学級に在籍する児童（以下，A 児）はじっと座っているこ

とが多かった。一見「授業に参加していない」ようにも見受けられたが，その

様子をよく見ると，小さく体を揺らしたり，周りの児童の鑑賞の様子に意識を

向けたりしている様子が見て取れた。周りの児童も A 児に近づいてリズムをた

たいたりアイコンタクトを取ったりと A 児に関わっていた。この状況は，児童

たちがお互いに相手の存在を認識する「出会い」がおきており，音楽の授業と

いう「出会いのフレーム」を共有していたと捉えることができる。実践２（体

育）においても，特別支援学級に在籍する児童が，普段の授業より積極的に他

の児童と関わり，授業に参加するという姿が見られた。これらの事例から，授

業の基底フレームとしての〈イメージ〉の設定は，すべての児童にとって学び

やすく，インクルーシブな授業実践につながる可能性が浮かび上がった。 

 

Ⅴ 本稿のまとめおよび今後の課題 

Society5.0 では，自他の知能個性を理解した上で，他者と協働的に課題解決

に取り組む力が求められる。そしてその文脈において，MI 理論の視点に基づく

授業の重要性は，今後一層高まっていくことが予想される。本研究では，MI 理

論の学校教育への適用可能性を探るため，３つの授業実践によって具体的な課

題を抽出することを試みた。その結果，MI 理論に基づく授業が多様な知能個性

をもつ児童を結び付け，複合的な知能育成を導く可能性が高いこと，そして MI
の視点による授業を展開する上で，多様性を受容し，創造性を喚起する〈イメ

ージ〉の設定が重要になることが示唆された。 

一方で，本研究における多重知能の評価方法については課題が残った。非認

知的な能力をはじめとした，数値評価ができない資質・能力に対する適切な評

価手法の開発が求められる。また，MI 理論に基づく授業実践をするために必要

な教師の資質・能力については，本研究では検討していない。今後は，本研究

者以外の授業者による MI 理論の授業実践や授業者へのインタビュー等を通し

て，それらを明らかにしていく必要がある。さらに，本研究では体育と音楽に

おいてのみの実践であり，十分とはいえない。今後，体育と音楽における更な

る実践の積み上げや，他教科への汎用可能性の検証が必要である。 
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